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島嶼地域における中高年者の社会とのかかわりとライフスタイルとの関連
Relations between the social interaction and the Life-style of a 
middle-aged and the elderly in a outer island
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項　　目 カテゴリ N（％） 項　　目 カテゴリ N（％）
家族との会話 実　施　群 144（97．3） 緊急時の援助者 実　施　群 141（95．3）
（N＝148） 非実施群 4（2．7） （N＝148） 非実施群 7（4．7）
家族以外の会話 実　施　群 141（95．3） 近所づきあい 実　施　群 143（96．6）
（N＝147） 非実施群 6（4．1） （N＝146） 非実施群 3（2．0）
訪問の機会 実　施　群 139（93．9） 趣味 実　施　群 124（83．8）
（N＝146） 非実施群 7（4．7） （N＝147） 非実施群 23（15．5）
活動参加 実　施　群 63（42．6） 便利な道具の利用 実　施　群 137（92．6）
（N＝143） 非実施群 80（54．1） （N＝147） 非実施群 10（6．8）
テレビの視聴 実　施　群 145（98．0） 健康への配慮 実　施　群 147（99．3）
（Nニ148） 非実施群 3（2．0） （N＝148） 非実施群 1（0．7）
新聞購読 実　施　群 115（77．7） 規則的な生活 実　施　群 141（95．3）
（N＝148） 非実施群 33（22．3） （N＝148） 非実施群 7（4．7）
本・雑誌の購買 実　施　群 100（67．6） 生活の工夫 実　施　群 145（98．0）
（N＝146） 非実施群 46（31．1） （N＝148） 非実施群 3（2．0）
役割の遂行 実　施　群 128（86．5） 積極性 実　施　群 141（95．3）
（N＝148） 非実施群 20（13．5） （N＝147） 非実施群 6（4．1）
相談者の有無 実　施　群 137（92．6） 社会への貢献 実　施　群 127（85．8）

















生活の主体性 社会への関心 他者とのかかわり 生活の安心感 身近な社会参加
年齢 一 ．000 一 一 一
ソーシャル・サポート（受領） ．031 一 ．000 ．000 一
ソーシャル・サポート（提供） ．016 ．004 ．002 ．000 一
HPI 一 一 一 一 一
GHQ ．019 一 一 ．005 一
楽観的自己感情 ．004 ．000 一 一 一
悲観的自己感情 一 一 一 一 一















生活の主体性 社会への関心 他者とのかかわり 生活の安心感 身近な社会参加
性別 男性 一 一 一 一 一
年齢階層 壮年期 一 一 一 一 一
同居者の有無 あり 一 ．016 一 一 ．031
職業の有無 あり 一 一 一 一 一
通院の有無 あり 一 一 一 一 一
歯科受診の有無 あり 一 一 一 一 一
健康診断の有無 あり 一 一 一 一 一
入院の有無 あり 一 ．006 一 一 一






















生活の主体性 社会への関心 他者とのかかわり 生活の安心感 身近な社会参加
ソーシャル・サポート（受領） n．S ．001 ．000 ．000 n．S
ソーシャル・サポート（提供） ．005 n．S n．S n．S n．S
楽観的自己感情 ．005 ．001 n．S n．S n．S
同居者の有無 n．S ．01 n．S n．S ．031
入院の有無 n．S ，042 n．S n．S n．S
数値は多変量解析によるP値．
n．s：単変量解析では関連が認められたものの、多変量解析では有意性が認められなかった項目。
※すべての領域において独立性が認められなかった項目（年齢、性別、年齢階層、職業の有無、通院の有無、歯科受診の有
　無、健康診断の有無、主観的健康感、HPI、　GHQ、悲観的自己感情、生活満足度）は表から除外した。
Iv　考　察
　本研究は、中高年者の社会とのかかわりとライフ
スタイルとの関連について検討するために、新潟県
粟島浦村に在住する40歳以上の住民を対象に実施
した調査研究である。今回は、中高年者の生活状況
を身体・心理・社会的側面から多次元的に把握する
ためソーシャル・サポート、生活満足度尺度、楽観主
義尺度、健康生活習慣、主観的健康感等を含む145
項目を用いて社会関連性との関連を検討した。その
結果、社会関連性の総得点および各領域得点は加齢
に伴って減少する傾向にあることが確認され、社会
関連性を用いたこれまでの研究を追認する結果と
なった4）5）14）。相関分析では、「社会への関心」「身近
な社会参加」の2領域を除いた3領域において「ソー
シャル・サポート（受領）」と、「身近な社会参加」を除
いたすべての領域で「ソーシャル・サポート（提供）」
と有意な関連を確認した。t検定では「社会への関心」、
「身近な社会参加」の2領域で「同居者の有無」と有意
に関連していることが認められた。さらに、ロジス
テック回帰分析を行った結果、「ソーシャル・サポー
ト（受領）」、「ソーシャル・サポート（提供）、「楽観自
己感情」、「同居者の有無」、「入院の有無」が独立性の
高い項目として検出された。これらのことから、こ
れまでに指摘されてきている身体的側面や対人関
係だけでなく、これまであまり取り上げられること
の少なかった心理的側面のあり様にっいても視野
に入れた上で、中高年者の社会とのかかわりにっい
て検討していくことの重要性を示しているといえ
よう。また、ソーシャル・サポートの種類だけでなく
その方向性とともに同居者の有無も重要な因子で
あることが示された。そこで独居高齢者のインクル
ージョンについても配慮した内容の地域福祉施策
の策定などを進めていくことが望まれる。
　本研究の結果は、対象地域を粟島浦村に限定した
ものであり、必ずしも全国の代表性があるとは明言
できない。しかし、島峡地域は「空間的・地理的条件
からみて、生活圏が限定された『高齢社会』が実現し
ている典型と考えることができる」12）ことから、一
般化への足がかりを得る可能性があると考えたた
め対象地域として選定したものである。また、島喚
地域は「高齢化率の割に健康で自立した高齢者が多
く、高齢者の多くが離島での介護を望んでいる」13）
ことが報告されており、本調査地域においても同様
の傾向が看取されている。しかしながら、島喚地域
は地理的・経済的要因等により現在および将来にお
いても要介護高齢者への対応が困難な状況にある。
社会とのかかわりについては、これまでの研究によ
り、健康の回復やストレスの発生を抑制することが
報告されていることから15）16）、今後さらに継続的な
調査を実施しデータを蓄積していくとともに、社会
とのかかわりを阻害する要因を明らかにする研究
についても進めていくことが必要であると考える。
36 島喚地域における中高年者の社会とのかかわりとライフスタイルとの関連
V　結　語
　本研究では、サクセスフル・エイジングの実現に
資するべく、高齢者のライフスタイルと社会とのか
かわりについて検討した。その結果は、以下のよう
に約言される。
1）加齢に伴い身近な社会参加や他者とのかかわり
が減少していることが明らかとなった。
2）身近な社会参加は同居者の有無と関連しており、
夫婦のみ世帯や独居高齢者のインクルージョンへ
配慮する必要性が示唆された。
3）社会への関心では入院の有無、同居者の有無よ
りも、物事を気楽に考える、サポートを授受できる
他者の存在などといった心理的側面との関連が示
された。
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